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1．はじめに

　本校は昭和 38 年，可児・加茂地区の産業を
支える技術者を育成するために，機械科（2学
級），電気科（2学級），工業化学科（1学級）
の 5学級を擁する工業高校として設立された。
その後幾度かの学科改編を行い，現在は機械科
（2学級），電気システム科（1学級），化学技術
科（1学級），建設工学科（1学級）の 5学級，
学校定員 600 名の中規模の工業高校として，可
児・加茂地区で活躍する技術者を育成している。
　岐阜県の「ものづくり」に関わる現状につい
ては，本校が位置する可児市及び近隣の関市に
は工業団地が誘致され，全国的にも有名な企業
も操業している。また可児市に近い各務原市で
は，近年航空機産業に関わる企業が増加し，県
を挙げて航空機産業の活性化に努めている。
　このような「ものづくり」に関わる状況を受
け，工業分野に関しては比較的安定した雇用が
維持されており，本校の就職については，就職
希望者の就職率は 100％の実績を納めている。
　しかしながら，このような良好な雇用状況に
甘んじることなく，本校ではより高いキャリア
の実現を目指し，国や県の様々な事業を活用し，
生徒のキャリアの育成を図っている。

2．評価における課題とその解決のために

　現在，生徒の学習成果の評価に関しては，様々

な手法が実践・報告されているが，それぞれに
課題がある。
　専門高校においては，産業界が求める職業人
としての資質や能力がどれくらい身に付いてい
るかを的確に把握し，その到達度を評価するた
めの客観的な規準と評価方法の開発が喫緊の課
題となっている。
　産業界が求める能力のうち，コミュニケーシ
ョン能力や主体的な行動力，熱意や協調性とい
った筆記試験のみでは評価が難しい分野を，ど
のような手法で評価するか，については特に大
きな課題であると考えている。
　このような課題に対応するため，本校では平
成 25 年度より 3年間，文部科学省の研究指定
事業「多様な学習成果の評価手法に関する調査
研究」を受託し，学習成果の評価に関わる研究
を進めることとした。
　また学習成果の評価に関わる課題は工業に関
わることだけではなく，専門高校共通の課題で
もある。そこで，この研究については本校だけ
でなく，可児市に隣接する美濃加茂市にある岐
阜県立加茂農林高等学校とも連携し，共同で研
究を進めることとした。

3．具体的な取組

　2校の共通課題として授業実践の中での専門
的職業人に必要な資質・能力の育成に焦点を当
てつつ，それらの資質・能力の育成がコミュニ
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て立案し，工業系の生徒が試作品・製品の作製
を，商業系の生徒が市場調査や原価計算を行っ
た。

5．キャリア形成のための取組

　2年次の総合的学習の時間「キャリアガイダ
ンス」では，自己のキャリアについて考えても
らうため「他者の生き方を学び，自らの進路決
定に対する可能性や意思決定に活かすこと」を
目的として，進路ガイダンス「その道のプロに
聞く」を実施した。
　心理カウンセラー，スタイリスト，トリマー，

財産権に関する知識を正しく理解することは不
可欠である。また，商業においても工業製品を
扱う上で，知的財産権の正しい知識を得ること，
その管理や申請についての知識も必要になって
きている。
　この研究では，知的財産権の基礎知識を得た
上で，「ものづくり」を行う前に，製作する工
業製品の現時点で知的財産権を得ている製品と
の差異や，新たに得ることができる知的財産に
ついて確認する手立て，知的財産権の申請等の
方法について学習した。
　今回考案した製品は，印章部分を交換できる

渡る総勢19名のプロフェッショナルの方々に，
自らの体験を元に「学生時代になりたかった職
業」，「今の職業に就くまでの経緯」，「今の職業
に就いて思っていること」などを話していただ
き，先人から学ぶことで生徒自らが将来につい
て考えるようにしてもらった。実際にその道の
プロとして活躍されている方から話を聞くこと
で，生徒自らが，漠然としていた職業に対する
イメージを今まで以上に感じることができ，事
後の感想を聞いてみると，将来について考えて
みようという意欲の向上がみられる結果となっ
た。

6．おわりに

　本校の生徒を見ていると，商業系の生徒と工
業系の生徒はかなり異なっており，生徒の雰囲
気や学習への取組方法，学校行事等ものごとへ
のアプローチなどから，それを感じることがで
きる。
　従来，商業と工業は重なる部分は少なく，お
互いに補完し合うことで良い関係が構築できる
と思われる。しかし，近年は業務のグローバル
化が進み，多くの業務を 1人で担うこと（マル
チスキル）が求められている。これらが示すよ
うに，工業を担う人材も商取引のことは任せて
おけば良い時代ではないと思われる。簿記等の
事務処理までとは言いがたいが，ユーザーサイ
ドに立ったものづくりを行うことが求められて
いる。本校では，今後も商業と連携することに
より，今の社会から求められている工業人の育
成に寄与していきたいと考えている。
　神奈川県内でも 1校しかない商業との併置校
として，地域の方々とともにある専門高校を目
指しながら「商工高校が近くにあって良かった」
と思ってもらえる学校を目指して努力していき
たい。

写真9　その道のプロに聞く

写真8　交換式の印鑑
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22

ケーション能力の育成につながるような評価の
あり方，手法について研究を行った。
　具体的には，実験・実習や専門科の教科等で
専門的職業人として必要な能力の洗い出しを行
い，単元終了後は，パフォーマンス課題といわ
れる発展的な課題を生徒に提示し，課題学習に
取り組ませた。また学習成果については，ルー
ブリックといわれる評価規準に照らし合わせ，
客観的に評価を行うこととした。
　「パフォーマンス課題」→「ルーブリックに
よる評価」という系統的な評価を行うことで，
これまで評価しにくかった主体的な行動力，熱
意や協調性といった分野においても適正に評価
を行い，このことが生徒の学習意欲を引き出す
きっかけになることを目指した。
　また，パフォーマンス課題の発表会を開催し，
生徒のプレゼンテーション能力・コミュニケー
ション能力を高める取組も行った。
　さらに研究当初は専門学科だけの取組であっ
たが，広く研究を進めるため，普通教科の職員
にも協力を求め，研究 2年目となる平成 26 年
度からは，普通教科での実践にも取り組んだ。

4．連携校としての取組

　工業高校と農業高校では，授業内容及び実
験・実習等は，異なった形式で実施されるが，
指導における生徒への多様な観点をもった評価
方法は，共通する部分が多いと考えられ，研究
校同士で密接な情報交換と共通理解を図った。
　具体的には，各学校で実施する授業を見学し
たり，その際の評価の観点，評価手法，評価方
法等について，互いに情報交換する機会を持っ
た。また，各学校で開催する職員研修会や評価
推進委員会には，両校の職員が出向くなど，成
果の共有や今後の改善策等についての情報交換
を行った。

5．研究の具体例

　前述のように，研究は工業・農業の専門教科
だけではなく，数学や英語といった普通教科で
も実践できるよう，各教科で意欲のある教員の
協力を求めた。
　以下に専門教科と普通教科でのパフォーマン
ス課題とルーブリック，実際に生徒が提出した
レポートを示し，生徒がどの程度の力を付けた
のか説明する。
⑴　機械科　　「塑性加工」
【パフォーマンス課題】
　学習した塑性加工の知識を生かしてサイコロ
を制作すること。サイコロの条件は下記のよう
である。また制作過程が分かるようなイラスト
と説明文も付けること。
　＜条件＞
　以下の条件に合うような作業方法を考え，作
業順に番号を付け工程表を完成させること。
①　完成品は，できるだけ大きいサイコロであ
ること。
②　材料は鋼板，厚みは 0.6 mm，大きさは
220 mm× 160 mm。
③　塑性加工である，せん断（金切バサミ），
曲げ加工を入れること。
④　曲げ加工には，バイス，折り曲げ機，ハン
マのみ使用できる。
⑤　サイコロの穴はボール盤を使用し，ドリル
径はφ 6.0 mmを使用する。
⑥　六面体（サイコロ）の辺は接合すること。
接合箇所をなるべく少なくすること。
⑦　各作業において，なぜその方法を選んだの
か，理由を述べること。
※説明のための図を入れること。プリントを
貼り付けてもかまわない。
※PCで文章を作成して提出してもよい。
【課題に対するルーブリック】
　生徒には事前にルーブリックを示し，課題が
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どの程度の完成度であれば，自分はどんな評価
になるかを明確に伝え，生徒の学習意欲を引き
出すことを目指した。
【生徒が提出したレポート】
　自分なりに工夫して，見やすくかつ丁寧にレ
ポートを作成した生徒が何名かいた。紙面の都
合で小さくて見づらいが，その一例を示す。

課題に対するルーブリック

　このように丁寧なレポートが作成できれば，
生徒の主体的な行動力や，学習に対する熱意は
非常に高いと判断できる。
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⑵　数学　　「線形計画法」
【パフォーマンス課題】
　株式会社可児工業では製品 Pと製品 Qを生
産しており，それらを製造するために必要な材
料がプラスチック，アルミ，ゴムの 3種類で，
各製品を 1個生産するため必要な材料の量と，
その在庫量は下記のようである。

　ひとつの材料だけ在庫量を 2 t増やすことが
できるとき，どの材料の在庫量を増やせば，さ
らに売り上げ高を上げることができるか。
【生徒が提出したレポート】
　数学は工業との関連性が非常に高い教科であ
る。実践した教諭は，数学の授業に工業の要素
を取り入れたパフォーマンス課題を設定した。

　テーマの線形計画法は工業数理基礎の単元に
も取り上げられており，生徒に工業と数学の関
連性を意識させ，同時に少しでも数学が好きに
なれるように，との教諭の意図を感じることが
できる。
　紙面の都合でルーブリックは掲載しないが，
生徒のレポートからは，論理的な思考・グラフ
を使用した丁寧な説明を読み取ることができ，
高い評価を与えることができる。

6．まとめ

　具体例を示し記述したように，生徒にルーブ
リックを提示し，学習成果を客観的に評価する
ことで，学習に対して「興味・関心」の高い生
徒は，積極的に課題に取り組み，完成度の高い
レポートを作成するようになる。
　従来の知識を問うテストに加え，学習単元や
学期の区切りでパフォーマンス課題に取り組ま
せ，その成果を総合的に評価することで，より
信頼性の高い評価を行うことができ，生徒の学
習意欲を高めることができるようになったと感
じた。
　また，パフォーマンス課題の発表会を持つこ
とで，工業高校の生徒には不足しているといわ
れる，プレゼンテーション能力やコミュニケー
ション能力の育成にも繋げることができると感
じた。
　次期学習指導要領では，生徒が主体となった
学習展開，アクティブ・ラーニングによる授業
展開が求められると聞いている。今回取り組ん
だパフォーマンス課題による研究実践は，アク
ティブ・ラーニングを視野に入れた実践である。
　生徒の学習意欲を高め，産業界から求められ
る人材を育成するために，今後もパフォーマン
ス課題を取り入れた授業に積極的に取り組んで
いきたいと考えている。

報告書「効果的な在庫量の増やし方は」
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